
今年も残り少なくなってきたこの時期に、再び看護福祉学部紀要の出版が近
づいてきた。今年は例年に比べて投稿数が少なく平年の半分くらいの厚さに
なったが、熱心な先生方のおかげで、内容としては見劣りすることのない紀要
になったと感謝申し上げる次第です。
医療を取り巻く状況は決して安閑としていられる状況にはなく、高齢者の増
加に伴う認知症高齢者の介護の問題やがん罹患率・がん死亡率の増加に伴う高
額医薬品の増加、医師などの都会への集中に伴う医療の地域格差の出現など数
多くの問題が、解決されないままに負の遺産として積み残される結果になって
いる。
今後の北海道医療大学の任務の一つは、こうした問題に対してできることを
着実に実行していくことにあるのだろう。本紀要がそうした目的遂行過程にい
くらかでも貢献できればと願う次第です。看護福祉学部の教員の皆様のご協力
をお願いいたします。
� （小林　正伸）
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